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研究実施のお知らせ 

2023年 3月 13日 ver.1.2 

研究課題名 

無症候性脳転移を有するドライバー遺伝子変異陽性非扁平上皮非小細胞細胞肺癌に

おけるチロシンキナーゼ単独療法と頭部放射線照射併用療法の有効性を比較する 

後ろ向き研究 

研究の対象となる方 

脳転移を有する肺癌と診断されたドライバー遺伝子変異陽性患者さんのうち、2018

年 8月から 2020年 12月の間に本研究の協力施設でチロシンキナーゼ阻害薬（TKI）

等の内服治療を受けられた方 

研究の目的・意義 

症状のない脳転移を有するドライバー遺伝子変異陽性の肺癌患者さんにとって、

TKI 療法のみで経過を見るべきか、初期から TKI 療法と放射線療法を併用すべきかは

現時点で明らかになっておらず、どちらが脳転移の進行や生存期間を延長させるかを

検証します。放射線治療による晩期の脳障害についても調査します。 

研究の方法 

2018年 8月から 2020年 12月の間に TKIを服用した患者さんを診療記録から抽出

します。年齢、性別、PS、組織型、遺伝子変異の種類、がん治療歴、放射線治療歴、

喫煙歴、TNM分類・病期、転移部位、脳転移の個数などの臨床データをカルテから収

集します。各施設の研究責任者および研究分担医師等が、研究実施計画書の規定に従

いエクセル表に臨床データを入力し、研究対象者の識別が不可能な状態にしたうえで

パスワードを設定したセキュリティー対策を行った USB に保存し研究代表者に郵送

します。情報は本研究の共同研究医療機関と共有します。収集した情報は、島根大学

医学部附属病院呼吸器・化学療法内科に集約し、外部から容易にアクセスできない状

態で保管します。研究成果を学会や学術雑誌で公開する場合がありますが個人が特定

できない状態で行います。 

研究の期間 

2022年2月21日～2026 年 12 月 
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研究組織 

この研究は多施設共同研究として 19医療機関において共同で行います（別紙参照）。 

 

研究代表者（研究で利用する情報の管理責任者）： 

島根大学医学部附属病院 呼吸器・化学療法内科 奥野 峰苗 

 

情報の利用停止 

ご自身の情報をこの研究に利用してほしくない場合には、ご本人または代理人の方

からお申し出いただければ利用を停止することができます。 

なお、利用停止のお申し出は、2023 年 8 月までにお願いいたします。それ以降は

解析・結果の公表を行うため、情報の一部を削除することができず、ご要望に沿えな

いことがあります。 

相談・連絡先 

この研究について、詳しいことをお知りになりたい方、ご自身の情報を研究に利用

してほしくない方、その他ご質問のある方は次の担当者にご連絡ください。 

 

機関名：島根大学医学部附属病院 

住所：島根県出雲市塩冶町 89-1  

氏名：奥野 峰苗（おくの たかえ）  

電話：0853-20-2580  

FAX：0853-20-2580  

 



研究組織別紙

NEXUS参加施設名 研究責任者

1 国立がん研究センター中央病院　呼吸器内科 新野　祐樹

2 和歌山県立医科大学　内科学第三講座 柴木　亮太

3 順天堂大学医学部附属順天堂医院　呼吸器内科 朝尾　哲彦

4 三井記念病院　呼吸器内科 峯岸　裕司

5 東京慈恵会医科大学附属病院　呼吸器内科 渡部　淳子

6 厚木市立病院　呼吸器内科 田村　休応

7 秋田厚生医療センター　呼吸器内科 守田　亮

8 さいたま市立病院　内科　腫瘍センター 関根　克敏

9 自治医科大学　内科学講座呼吸器内科学部門 瀧上　理子

10 佐賀県医療センター好生館　呼吸器内科 梅口　仁美

11 がん・感染症センター都立駒込病院　呼吸器内科 箱崎　泰貴

12 神奈川県立がんセンター　呼吸器内科 村上　修司

13 東京大学医学部附属病院　呼吸器内科 生島　弘彬

14 日本赤十字社医療センター　呼吸器内科 南　禎秀

15 島根大学医学部内科学講座　呼吸器・臨床腫瘍学 奥野　峰苗

16 国立国際医療研究センター病院　呼吸器内科 塚田　晃成

17 NTT東日本関東病院　呼吸器内科 酒谷　俊雄

18 聖路加国際病院　呼吸器内科 中村　友昭

19 東京慈恵会医科大学葛飾医療センター　呼吸器内科 吉田　和史
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